
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
三
十
五
回
）

松
浦
川
（
現
・
玉
島
川
）
と
万
葉
集

・
松
浦
川
（
現
在
の
玉
島
川
）
は
九
州
の
北
端
、
唐
津
湾
に
面
す
る

佐
賀
県
唐
津
市
の
南
東
部
で
福
岡
県
に
接
し
、
両
県
の
県
境
を
な
す

背
振
山
地
（
主
峰
・
背
振
山
一
〇
五
五
メ
ー
ト
ル
）
西
部
に
位
置
す

る
唐
津
市
七
山
と
福
岡
県
糸
島
市
二
丈
町
と
の
境
に
あ
る
荒
川
峠
付

近
に
源
を
発
し
今
の
国
道
３
２
３
号
線
（
佐
賀
市
内
か
ら
唐
津
市
浜

玉
町
に
通
ず
る
国
道
）
に
沿
い
な
が
ら
東
か
ら
西
に
多
く
の
支
流
を

集
め
な
が
ら
唐
津
市
七
山
、
浜
玉
地
区
の
山
間
部
な
ど
を
曲
り
く
ね

り
な
が
ら
流
れ
唐
津
市
浜
玉
町
玉
島
か
ら
唐
津
湾
南
東
奥
部
に
注
ぐ

全
長
約
１
６
キ
ロ
の
河
川
で
あ
る
。

・
松
浦
川
は
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」「
肥
前
国
風
土
記
」
に
神
功

皇
后
が
朝
鮮
出
兵
の
と
き
に
、
玉
島
の
里
（
現
・
唐
津
市
浜
玉
町
玉

島
）
付
近
を
流
れ
る
松
浦
川
で
石
の
上
に
お
立
ち
に
な
っ
て
鮎
を
釣

っ
て
武
運
の
成
否
を
占
っ
た
と
い
う
「
神
功
皇
后
ア
ユ
釣
り
伝
説
」

で
著
名
で
あ
る
。

・
万
葉
集
第
五
巻
に
は
大
宰
帥
（
長
官
）・
大
伴
旅
人
が
松
浦
川
（
現

在
の
唐
津
市
玉
島
川
）
に
遊
ん
だ
時
の
歌
が
十
一
首
あ
る
。



・
滝
口
弘
著
「
九
州
の
万
葉
」
に
は
、
こ
の
「
松
浦
川
に
遊
ぶ
」
の

歌
は
大
宰
帥
大
伴
旅
人
が
管
内
巡
行
の
お
り
に
神
功
皇
后
伝
説
が
伝

わ
る
松
浦
川
の
故
地
を
訪
れ
た
際
に
鮎
を
釣
っ
て
い
る
少
女
ら
に
会

い
、
そ
の
少
女
達
と
贈
答
し
た
と
い
う
形
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
大
伴
旅
人
が
松
浦
川
で
釣
り
を
し
て
い
る
少
女
を
見
て
仙
女
を

想
像
し
た
か
、
あ
る
い
は
神
功
皇
后
の
鮎
釣
り
伝
説
を
思
い
起
こ
し

て
作
っ
た
も
の
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。

松ま
つ

浦
川

ら

が

は

川か
わ

の
瀬せ

光
り

鮎あ
ゆ

釣
る
と

立
た
せ
る
妹い

も

が

裳も

の
裾す

そ

濡
れ
ぬ

巻
五
―
８
５
５

作
者
：
大
伴
旅
人

（
解
説
）
松
浦
川
の
川
の
瀬
が
光
り
、
そ
こ
に
鮎
を
釣
る
と
立
た
れ

る
あ
な
た
の
裳
の
裾
が
ぬ
れ
ま
し
た
。

こ
の
歌
は
大
伴
旅
人
が
松
浦
川
に
遊
ん
だ
時
に
神
功
皇
后
が
、
こ
の

地
で
鮎
を
釣
っ
て
占
っ
た
と
い
う
故
事
を
ふ
ま
え
な
が
ら
作
ら
れ



た
と
思
わ
れ
る
歌
の
一
首
で
あ
る
。

（
写
生
地
１
）

神
功
皇
后
が
祭
ら
れ
て
い
る
玉
島
神
社
の
前
を
流
れ
る
玉
島
川
上

流
約
５
０
ｍ
の
玉
島
の
里
（
現
・
唐
津
市
浜
玉
町
玉
島
）
の
中
心
部

か
ら
山
々
に
囲
ま
れ
た
上
流
の
七
山
方
向
の
風
景
を
描
く
。

（
池
田
杏
花
）

こ
の
神
功
皇
后
伝
説
が
伝
わ
る
玉
島
の
里
へ
は
福
岡
市
街
地
か
ら
約



４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
り
、
福
岡
市
内
か
ら
唐
津
市
内
間

を
運
行
す
る
Ｊ
Ｒ
九
州
・
筑
肥
線
「
浜
崎
駅
（
唐
津
市
）」
に
下
車
し
、

バ
ス
に
乗
り
換
え
て
１
０
分
程
で
神
功
皇
后
を
祭
っ
た
「
玉
島
神
社
」

に
至
る
。
こ
の
神
社
前
を
流
れ
る
玉
島
川
左
岸
辺
り
に
川
か
ら
ひ
き

あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
石
が
神
功
皇
后
垂
輪
石
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

現
在
は
５
０
ｍ
程
上
流
の
公
園
内
に
置
か
れ
て
い
る
。

・
玉
島
川
は
こ
の
玉
島
の
里
か
ら
東
方
約
１
１
ｋ
ｍ
上
流
の
唐
津
市

七
山
と
福
岡
県
糸
島
市
二
丈
町
の
境
、
荒
川
峠
を
源
に
国
道
３
２
３

号
線
に
沿
い
西
に
支
流
を
集
め
な
が
ら
七
山
か
ら
浜
玉
町
の
渓
谷
地

帯
を
流
れ
唐
津
市
浜
玉
町
玉
島
か
ら
唐
津
湾
に
注
ぐ
清
流
で
、
そ
の

源
流
か
ら
途
次
の
絶
景
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

春
さ
れ
ば

我
家

わ

ぎ

へ

の
里
の

川
門

か

は

と

に
は

鮎あ
ゆ

子こ

さ
走ば

し

る

君き
み

待
ち
が
て
に巻

五
―
８
５
９

作
者
・
大
伴
旅
人



（
解
説
）
私
た
ち
が
住
む
里
の
「
川
門
（
か
は
と
）」（
川
の
狭
い
所
）

に
は
若
鮎
が
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
お
出
で
を
待
ち
か
ね

る
か
の
よ
う
に
。 

 

こ
の
歌
も
、
大
伴
旅
人
が
玉
島
川
に
遊
ん
だ

時
に
詠
ん
だ
十
一
首
の
中
の
一
首
で
あ
る
。

（
写
生
地
２
）

玉
島
川
の
源
で
あ
る
荒
川
峠
か
ら
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
流
の
七

山
・（
馬
川
）
の
集
落
の
中
の
「
川
門
（
か
は
と
）」
を
流
れ
る
玉
島

川
風
景
を
描
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
池
田
杏
花
）



・
松
浦
川
（
玉
島
川
）
は
今
も
、
鮎
の
釣
り
場
と
し
て
有
名
で
あ
り

毎
年
６
月
か
ら
の
鮎
釣
り
開
始
と
と
も
に
多
く
の
釣
り
客
が
訪
れ
て

い
る
。
ま
た
、
毎
年
１
０
月
中
旬
に
は
浜
玉
町
で
は
鮎
釣
り
祭
り
が

開
催
さ
れ
多
数
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

・
こ
の
地
域
を
走
る
バ
ス
は
浜
玉
か
ら
七
山
に
入
る
と
坂
道
を
上
る

が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
乗
車
客
が
車
内
か
ら
風
景
を
眺
め
な
が
ら
希

望
す
る
場
所
で
乗
降
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
風
光
明
媚
な
場
所
を

選
び
自
由
に
乗
降
で
き
、
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
風
景
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 
 
 

（
参
考
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「
玉
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位
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図
」


